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…計画対象範囲
（史跡指定地）
…史跡周辺

凡例

300m
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※ 1 一宮町教育委員会（1983）『史跡甲斐国分寺跡・甲斐国分尼寺跡保存管理計画策定報告書』
※ 2 笛吹市教育委員会（2016）『史跡　甲斐国分寺跡・国分尼寺跡整備基本計画』
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表 _史跡甲斐国分寺跡・国分尼寺跡保存活用計画検討委員
区分 氏名 備考

学識経験者

◎末木 健 山梨県文化財保護審議会委員

須田 勉 元国士舘大学教授

佐藤 信 東京大学名誉教授

大隅 清陽 山梨大学教授

田畑 貞寿 千葉大学名誉教授

十菱 駿武 元山梨学院大学客員教授

関係機関

○芦田 宗興 護國山國分寺　住職

久保島 修 国分尼寺跡地権者会代表

川上 祐二 一宮町国分区区長（令和４年度）

雨宮　幸人 一宮町国分区区長（令和５年度）

大野 政彦 一宮町東原区区長（令和４年度）

沼中　一 一宮町東原区区長（令和５年度）

オブザーバー

渋谷 啓一 文化庁　文化財第二課　史跡部門　主任文化財調査官

網倉 邦生 山梨県観光文化・スポーツ部　文化振興・文化財課　埋蔵文化財担当

北澤 宏明 山梨県観光文化・スポーツ部　文化振興・文化財課　埋蔵文化財担当

野代 恵子 山梨県埋蔵文化財センター　史跡資料活用課

参与 長澤 宏昌 笛吹市文化財保護審議会長　笛吹市文化財保存整備委員会会長

関係課長

小澤　宏之 笛吹市総合政策部政策課長（第 5回・第 6回検討委員会）

柿嶋　信 笛吹市総合政策部財政課長（第 5回・第 6回検討委員会）

橘田　裕哉 笛吹市建設部まちづくり整備課長（第 5回・第 6回検討委員会）

角田　一満 笛吹市産業観光部観光商工課長（第 5回・第 6回検討委員会）

早河　明 笛吹市総務部一宮支所長（第 5回・第 6回検討委員会）

事務局

望月 栄一 笛吹市教育委員会教育長

赤尾 好彦 笛吹市教育委員会教育部長（令和４年度）

太田　孝生 笛吹市教育委員会教育部長（令和５年度）

望月 和幸 笛吹市教育委員会文化財課長

橘田 俊明 笛吹市教育委員会文化財課国分寺跡整備担当

江草 俊作 笛吹市教育委員会文化財課国分寺跡整備担当

◎…委員長、○…副委員長
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甲府 勝沼
降水量
（mm）

気温（℃） 日照時間
（時）

降水量
（mm）

気温（℃） 日照時間
（時）平均 日最高 日最低 平均 日最高 日最低

１月 42.7 3.1 9.1 -2.1 209.1 38.9 2.1 8.3 -3.0 209.0
２月 44.1 4.7 10.9 -0.7 195.4 38.5 3.6 10.0 -1.8 197.6
３月 86.2 8.6 15.0 3.1 206.3 73.3 7.6 14.2 2.0 201.1
４月 79.5 14.0 20.7 8.4 206.1 73.0 13.2 20.3 7.3 205.0
５月 85.4 18.8 25.3 13.7 203.9 84.3 18.0 25.0 12.5 200.4
６月 113.4 22.3 27.8 18.3 149.9 113.2 21.5 27.5 17.0 144.8
７月 148.8 26.0 31.6 22.3 168.2 140.2 25.2 31.3 21.1 165.1
８月 133.1 27.1 33.0 23.3 197.0 123.8 26.1 32.7 21.9 197.2
９月 178.7 23.2 28.6 19.4 150.9 182.5 22.2 28.2 17.9 149.7
１０月 158.5 17.1 22.5 13.0 159.6 150.6 16.0 21.9 11.6 158.0
１１月 52.7 10.8 16.7 5.9 178.6 52.2 9.8 16.1 4.8 180.2
１２月 37.6 5.4 11.4 0.3 200.9 35.3 4.5 10.7 -0.6 201.2
年 1160.7 15.1 21.0 10.4 2225.8 1106.1 14.1 20.5 9.2 2209.4
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※ 1一つの遺跡内に縄文時代・平安時代等、複数の時代の遺構等が所在する場合もあり、時代別の遺跡数の合計は全体の

遺跡数よりも多くなる
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南門

中門
塔

講堂

金堂
西門

北門
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※１『甲斐国志』による
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種別
面積

面積（㎢） 割合（%）

宅地 15.97 7.9

農用地 32.66 16.2

森林等 118.21 58.5

その他 35.08 17.4
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凡例

鉄道・駅
中央道・IC
リニア予定路線
地域高規格道路
国道
県道
広域農道等
行政境界
都市計画区域界
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※ 1全国に比べて特化している産業とされる係数
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表 _甲斐国分寺跡・甲斐国分尼寺跡の現在までの経緯
年月日 甲斐国分寺跡 甲斐国分尼寺跡

大正 11（1922）年 10 月 12 日 「甲斐國分寺阯」として国史跡に指定される
大正 12（1923）年 2月 13 日 一宮町が管理団体に指定される

昭和 24（1949）年 7月 13 日 「甲斐國分尼寺跡」として国史跡
に指定される

昭和 25（1949）年 4月 文化財保護法の施行により、「甲斐
国分寺跡」となる

文化財保護法の施行により、「甲
斐国分尼寺跡」となる

昭和 45（1970）年 山梨県教育委員会による初めての
発掘調査

昭和 58（1983）年度 公有地化事業開始
内容確認調査

昭和 59（1984）年 3月 30 日 史跡甲斐国分寺跡・甲斐国分尼寺跡　保存管理計画策定
昭和 59（1984）年度 内容確認調査
昭和 60（1985）年度 内容確認調査
昭和 61（1986）年度 内容確認調査
昭和 62（1987）年度 内容確認調査 公有地化事業開始
昭和 63（1988）年度 当初指定範囲の買い上げ完了
平成元（1989）年度 範囲確認調査
平成 2（1990）年度 範囲確認調査
平成 6（1994）年度 範囲確認調査
平成 10（1998）年度 寺院地移転開始

平成 11（1999）年度 寺院地移転事業 史跡周辺で開発計画が持ち上が
る

平成 13（2001）年 1月 29 日 寺院地移転事業 追加指定され、指定面積が約
27,600㎡となる

平成 15（2003）年度 寺院地移転事業 追加指定範囲の公有地化事業開
始

平成 16（2004）年 10 月 市町村合併により、管理団体が笛
吹市となる

平成 18（2006）年度 寺院地移転完了
平成 18（2006）年 3月 甲斐国分寺跡・甲斐国分尼寺跡整備基本構想策定
平成 20（2008）年度 史跡整備のための発掘調査
平成 21（2009）年度 史跡整備のための発掘調査
平成 22（2010）年度 史跡整備のための発掘調査
平成 23（2011）年度 史跡整備のための発掘調査
平成 26（2014）年度 史跡甲斐国分寺跡・国分尼寺跡整備基本計画（市単費）策定開始
平成 27（2015）年度 史跡甲斐国分寺跡・国分尼寺跡整備基本計画（市単費）策定
平成 28（2016）年度 第一期暫定整備工事の実施設計
平成 29（2017）年度 第一期暫定整備工事開始

平成 30（2018）年 2月 13 日 追加指定され、指定面積が約
30,505㎡となる

平成 31（2019）年 3月 19 日 笛吹市が管理団体に指定される
令和元（2019）年度 第一期暫定整備工事完了
令和 3（2021）年度 史跡内容確認調査
令和 4（2022）年度 史跡内容確認調査
令和 5（2023）年度 史跡内容確認調査
令和 6（2024）年 3月 史跡甲斐国分寺跡・甲斐国分尼寺跡 保存活用計画策定
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※ 1指定時表記

※ 2指定時表記

※文化庁ＨＰ「国指定文化財等データベース」より転載（「前者」および「 穴」については、文化庁指定台帳により確認）

※文化庁ＨＰ「国指定文化財等データベース」より転載
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表 _甲斐国分寺跡発掘調査履歴（指定地内）
No. 調査年度 地区名 調査主体者 調査原因 調査概要

1 昭和 45 年度 塔跡・金堂跡・
回廊跡・中門跡

山梨県教育
委員会

農道拡幅工事に
伴う遺構確認調
査

塔跡で東階段の確認。金堂前石敷の確認。
回廊跡東側で土塁と瓦溜が確認された。

2 昭和 56 年度 講堂跡北側 一宮町教育
委員会

現状変更に伴う
遺構確認調査 礎石建物の根石と推定される集石の確認。

3 昭和 56 年度 講堂跡北側 一宮町教育
委員会

現状変更に伴う
遺構確認調査

性格不明の人頭大から拳大の礫集中の確
認。

4 昭和 56 年度 金堂跡東側 一宮町教育
委員会

現状変更に伴う
遺構確認調査

伽藍中軸より東に約 95 ～ 96 ｍの位置で
南北方向の溝確認。

5 昭和 56 年度 講堂跡北側 一宮町教育
委員会

現状変更に伴う
遺構確認調査

礎石建物跡 1、竪穴建物跡 2、瓦集積土
坑 2の確認。

6 昭和 57 年度
講堂跡北側（僧
房・食堂推定地
区）

一宮町教育
委員会

現状変更に伴う
遺構確認調査

礎石建物跡 2、掘立柱建物跡 1、柵列 4、
土坑 10

7 昭和 58 年度 回廊跡北西隅・
回廊西側

一宮町教育
委員会 内容確認調査 東西幅 6ｍの南北方向の回廊五基壇の確

認。基壇の西側は石敷。

8 昭和 59 年度 指定地南北隅・
回廊跡

一宮町教育
委員会 内容確認調査 寺域北東隅で南北及び東西方向の小規模

な溝を検出。西基壇建物跡の確認。

9 昭和 60 年度 回廊跡南西隅地
区

一宮町教育
委員会 内容確認調査 回廊南西隅で敷石と鬼瓦が出土。

10 昭和 61 年度 指定地北東隅 一宮町教育
委員会 内容確認調査 溝 1、土坑。溝の屈曲部分と推定される。

11 昭和 62 年度 塔跡 一宮町教育
委員会 内容確認調査

塔跡基壇東縁と東階段の再確認。塔基壇
南縁及び西縁を確認し、塔の基壇規模が
確定。

12 平成 20 年度 金堂跡 笛吹市教育
委員会 内容確認調査 金堂基壇南辺地覆石と南側に続き石敷の

確認。基壇の南北規模の確定。

13 平成 21 年度 金堂跡・講堂跡・
西回廊跡

笛吹市教育
委員会 内容確認調査

かく乱のため、金堂東辺は確認できず、
金堂礎石は原位置から移動していること
を確認。講堂南辺の化粧石列を確認。西
回廊が金堂中央に取り付くことを確認。

14 平成 22 年度 講堂跡・西回廊
跡・中門跡

笛吹市教育
委員会 内容確認調査 講堂跡正面の階段を 2基確認。回廊跡北

東隅の位置及び回廊幅を確認。

15 平成 23 年度 講堂跡・西回廊
跡・中門跡

笛吹市教育
委員会 内容確認調査 遺構実測及び測量作業。

16 令和 3年度
塔跡・金堂跡・
回廊跡南東隅・
中門跡・参道跡

笛吹市教育
委員会 内容確認調査 講堂跡北側の遺構確認面の深度を確認。

回廊跡南東隅で礎石を確認。

17 令和 4年度 回廊跡南東隅・
中門跡

笛吹市教育
委員会 内容確認調査 回廊跡南東隅で礎石列を確認。回廊礎石

の配置を及び構造を確認。

18 令和 5年度 金堂跡・回廊跡・
中門跡

笛吹市教育
委員会 内容確認調査 金堂前石敷の広がりを確認。東回廊跡の

確認調査の実施。
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表 _甲斐国分寺跡発掘調査履歴（指定地外）
No. 調査年度 地区名 調査主体者 調査原因 調査概要

1 昭和 59 年度 指定地外東側 一宮町教育
委員会

建物建設の事前
調査 現行道路沿いに東西方向の溝検出。

2 昭和 60 年度 南門地区 一宮町教育
委員会 範囲確認調査 礎石建物跡 1、南辺溝跡の確認。

3 平成 10 年度 指定地外北東隅 一宮町教育委員会
建物建設の事前
調査 北辺築地塀跡と内側溝を確認。

4 令和 2年度 指定地外北東隅 笛吹市教育委員会
建物建設の事前
調査 瓦片、土師器が出土。

講堂跡

金堂跡

塔跡

…計画対象範囲
（史跡指定地）
…確定遺構範囲
…想定遺構範囲

凡例

10m0m 50m
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おもな遺構 概要
南門跡 参道南端のＴ字路より南の畑で確認。

桁行３間（8.1 ｍ）梁間２間（4.2 ｍ）の礎石建物。
礎石は欠失していたが、据方より規模が判明。
敷石の一部を確認。

南辺溝 幅２ｍ以上、深さ 1ｍの東西溝で、南門西縁中央から
始まる。
溝の北縁には大型の石が縦に並ぶ。

北辺築地塀 北側に隣接する松原遺跡内より、造り出し基壇の上に
造られた築地塀と南側の溝を検出。築地塀の基底幅は
約 1.5 ｍ。

おもな遺構 概要
東西溝 幅２ｍの素掘りの溝
南北溝 幅４～５ｍの浅い溝



36



37



38



39

基壇
階段を構成する石
基壇化粧石列



40



41



42

おもな遺構 概要
西面回廊 礎石状の石２個とＬ字状に曲がる集石を検出。調査地が狭いが、回

廊的な遺構になるものと思われる。
東面回廊 南北に延びる石列を検出。塔東階段に対応する面が凹状に屈曲する

ため、階段施設があったものと考えられる。
南面回廊 東西に延びる礎石列が確認された。また、東西に延びる集石を確認。

雨落ちに関係する集石と考えられる。
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おもな遺構 概要
西土塁状遺構 幅 5.3 ｍの土盛
東土壇 幅 5.35 ｍの土壇状遺構
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※瓦の型式図については、笛吹市教育委員会『笛吹市文化財調査報告書第 43集 史跡甲斐国分寺跡 －史跡整備のた
めの伽藍中枢部の遺構確認調査報告書－』2020 年 3月 による
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表 _甲斐国分尼寺跡発掘調査履歴（指定地内）
No. 調査年度 地区名 調査主体者 調査原因 調査概要

1 平成元年度 指定地内北辺 一宮町教育
委員会 確認調査 竪穴建物跡11、溝9。伽藍地北辺溝を確認。

2 平成 2年度 指定地内西辺 一宮町教育
委員会 確認調査 竪穴建物跡 18、溝 4ほか。寺院地西辺溝

を確認。

3 平成 6年度 指定地内北辺 一宮町教育
委員会 確認調査 築地塀跡、溝状遺構、竪穴建物跡、掘立

柱建物。伽藍地北辺築地塀の確認。

4 平成 8年度 東電 一宮町教育
委員会

開発に伴う事前
調査 -

5 平成 10 年度 東電・NTT 地区 一宮町教育委員会
開発に伴う事前
調査 建物跡３、塀跡２、溝跡１

表 _甲斐国分尼寺跡発掘調査履歴（指定地外）
No. 調査年度 地区名 調査主体者 調査原因 調査概要

1 平成 2年度 寺域北辺 一宮町教育
委員会

開発に伴う事前
調査 現行道路沿いに東西方向の溝検出。

2 平成 3年度 寺域北辺 一宮町教育
委員会

開発に伴う事前
調査 礎石建物跡 1、南辺溝跡の確認。

3 平成 5年度 寺域北辺 一宮町教育
委員会

開発に伴う事前
調査 北辺築地塀跡と内側溝を確認。

4 平成 6年度 寺域西辺 一宮町教育
委員会

開発に伴う事前
調査 竪穴建物跡３、溝状遺構

5 平成 7年度 寺域北辺 一宮町教育
委員会

開発に伴う事前
調査 道路状遺構１、土坑３

6 平成 9年度 寺域北辺 一宮町教育
委員会

開発に伴う事前
調査

竪穴建物跡４、掘立柱建物１、溝２、ピッ
ト

7 令和元年度 寺域北西 笛吹市教育
委員会

開発に伴う事前
調査 瓦片、土師器が出土。
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おもな遺構 概要
北辺築地塀 講堂跡の北 80 ｍ離れた地点で東西に走る築地塀の跡を確認。

築地の内側（南側）に幅４ｍの大溝を伴い、地山削り出しの基壇の上に
造られる。築地本体は削平されていた。

西辺溝 金堂跡中軸線から西に約 57 ｍ離れた地点で３本の溝を確認。
南辺築地塀 築地の一部とみられる遺構を検出。

講堂跡

金堂跡

10m0m 50m

…計画対象範囲
（史跡指定地）
…想定遺構範囲

凡例
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38

39

40

41
42

43

凡例

…史跡指定地範囲

…史跡を含む埋蔵
　文化財包蔵地
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表 _周辺遺跡一覧表
№ 遺跡名 時代 № 遺跡名 時代

1 甲斐国分寺跡遺跡 奈良・平安・中世 23 石動遺跡 平安・中世

2 甲斐国分尼寺跡遺跡 奈良・平安・中世 24 北中原遺跡 縄文・平安

3 松原遺跡 古墳・奈良・平安・中世 25 中新居遺跡 縄文・平安

4 矢倉遺跡 古墳・奈良・平安・中世 26 北堀遺跡 縄文・古墳・奈良・平安

5 金山遺跡 古墳・奈良・平安・中世 27 天神原遺跡 縄文・奈良・平安

6 北前田遺跡 縄文・奈良・平安・中世 28 楽音寺遺跡 縄文・奈良・平安・中世

7 国分寺西遺跡 縄文・奈良・平安 29 木地蔵遺跡 縄文・古墳・奈良・平安・
中世

8 国分寺南遺跡 縄文・奈良・平安・近世 30 宝福寺遺跡 近世

9 北大内遺跡 平安 31 楽音寺古墳群 古墳

10 桜畑遺跡 奈良・平安 32 国分古墳群 古墳

11 両ノ木神社遺跡 奈良・平安 33 豆塚遺跡 縄文・古墳・平安

12 竜ノ木遺跡 奈良・平安 34 笠木地蔵遺跡 縄文・古墳・奈良・平安・
中世

13 車地蔵遺跡 奈良・平安 35 豆塚北遺跡 平安

14 橋立遺跡 奈良・平安・中世・近世 36 西林遺跡 古墳

15 鷺堂遺跡 平安 37 四ツ塚古墳群 古墳

16 筑前原遺跡 弥生・古墳・奈良・平安・
中世・近世 38 本都塚古墳 古墳

17 筑前原塁跡 弥生・古墳・奈良・平安・
中世・近世 39 慈眼寺西古墳 古墳

18 甲斐国分尼寺跡北遺跡 奈良・平安・中世 40 無名墳 古墳

19 鞍掛遺跡 弥生・古墳・奈良・平安 41 狐塚古墳 古墳

20 慈眼寺北遺跡 古墳・平安 42 経塚古墳 古墳

21 薬師堂遺跡 奈良・平安・中世 43 無名墳 古墳

22 雨宮氏屋敷 中世
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表 _近接する関連遺跡の概要

№ 遺跡名 遺跡の概要

3 松原遺跡

甲斐国分寺跡と甲斐国分尼寺跡の中間にあたる遺跡。竪穴建物跡群で構成さ
れる。僧房を意味する「大房」や「石禾東」「林戸」「玉井」など周辺の郷名
を示す墨書土器が出土しており、甲斐国分寺・甲斐国分尼寺の造営・管理に
かかわった人々の居住地であると考えられている。また、包蔵地内では、甲
斐国分寺跡の北辺築地塀と考えられる遺構が検出されている。

４ 矢倉遺跡 松原遺跡の西側に位置する。古墳時代前期と奈良・平安時代の集落跡である。

５ 金山遺跡 甲斐国分寺跡の東側に位置する。全域が国分寺の寺院地内になる可能性が高
い。「金寺」と書いた墨書土器が出土している。

７ 国分寺西遺跡 甲斐国分寺跡の西側に位置する。調査事例は少ないが、平安時代の竪穴建物
跡が見つかっている。

８ 国分寺南遺跡 甲斐国分寺跡の南側に位置する。奈良・平安時代の集落が確認されている。

９ 北大内遺跡 矢倉遺跡・桜畑遺跡の西側に位置する。遺跡の中央に位置する小玉寺は甲斐
国学の推定地とされている。

10 桜畑遺跡 甲斐国分寺跡の西側に位置する。奈良・平安時代の集落跡。

11 両ノ木神社
遺跡

甲斐国分尼寺跡の東側に位置する。幅４ⅿの南北溝が発見されており、甲斐
国分尼寺東の区画施設の可能性がある。

12 竜ノ木遺跡

松原遺跡の北東側、甲斐国分寺跡の東約 200 ｍに位置する。９世紀の鍛冶遺
構が発見されている。
奈良・平安時代に属する竪穴建物跡、掘立柱建物などか検出された。遺物は
同時代の土師器・黒色土器・須恵器・灰釉陶器のほか、瓦・鉄製品・石製品
などが出土している。中でも石製腰帯具と墨書土器、鉄滓・羽口などの鍛冶
関連遺物が注目される。

13 車地蔵遺跡 両ノ木神社遺跡の東側に位置する。奈良・平安時代の集落跡であるが、大型
の掘立柱建物が発見されている。

23 石動遺跡 松原遺跡の東側に位置する。平安期の八稜鏡が３面出土している。

24 北中原遺跡 金山遺跡の東側に位置する。13 世紀代の鉄鍋の鋳造鋳型が多量に出土してい
る。




